
簫亨章 アクセシビリティ

インターネットのアクセシビリティ

S･･国内での活動は始まったばかり１

アクセシビリティの重要性

アクセシビリテ ィ(accessibility : アクセスIり'能な) とは、

万丿　　鳥齢片や心身に障害を伴う人も含めて、、iもが同じように製

111111 ・ システムサービスなどを利川できるようにしようという考

え方である、パーソナル・コンピュータのアクセシビリティに

関しては、MS,I)OS が 淬及し始めた頃より以前から、|七､り片の

：　　コンピュータ利Jljを 促進するための取り組みがなされてきた。

サ　　これは、コンピュー タを利川できることが、障害者の社会生活

を向ll させて行くうえで収妛であることが、lll･くか ら認識され

てきたからである

たとえば、印刷媒体からの情唯取得が困難な視覚lｙ,リi や放

送媒体からの情 報取得が困弸な聴覚障害 者にとって、屯ｆ的な

形でやりとりされる･|'IIH11が もたらす･j･IIHIUIUよ計りしれない｡ ま

＝　　た、移動に制約を受けているなどのJ111山で コミュニケーション

が困難な肢体不|'||||肴に対して、コンピュータは新たなコミュ

ニケーションのf 段 を提供している

インターネットの利川者が増力||した今川、コンピュータやイ

ン ターネットll で提供されている帖 報が、このような障;ifを持

と　　つ人々にも下XJJI｣できることは、ますます人きな意味を持ってき

ている

特に欧米においては、インターネットのアクセシビリティを

保､illﾐしていくことに対する関心が鳥く、アメリカではアメリカ

１　　障害名'法・電気辿信法やリハビリテーション法などの辿川法に

ジ　　よ９て、インターネットのアクセシビリティを障害者に対して

テ　　傑証していくことが、多くの場合において義務付けられているI

Ｗ ＡＩプ ロ ジ ェ ク ト の 始 動

＝　　　増 え 続 け る イ ン ター ネ ッ 囗l の 情 報 の ア ク セ シビ リ テ ィに 対

し　 す る 関 心 の 増 人 を 受 け て 、1997 年 利 」、World Wide Web

‾　 Ｃｏｎｓｏｒtiｕｍ （ Ｗ３Ｃド‘ は ＷＡＩ【Web Accessibility 】nitiativc)

1･　　と い うプ ロ ジェ クト を 開 始 し 、 Ｗ Ｗ Ｗ の ア ク セ シビ リ テ ィを向

1･.さ せ る た め の 活 動 を 行 っ て い る　 Ｗ ΛI のjﾓ な 活 動 内 容 は 、

ン　　Ｗ３Ｃが 策 定 す る Ｗ Ｗ Ｗ に 関 す る 仕 様 を ア ク セ シ ビ リ テ ィに 配

レ　　慮 し た も の に す る こ と 、 Ｗ Ｗ Ｗ の ア クセ シビ リ テ ィを 向|･.し 保

図I　WAI  (Web Accessibility Initiative) の ホ ー ム ペ ー ジ

http://ｗｗｗ.ｗ3.０rg/WAI/

トインターネット白書'98

図2　パラリンピックでの公式サイトではアクセシビリティ

を向上させるための試みが行われた

http://ｗｗｗ.nagano･paralympic.０r9/

証するために必 要なウェブページ作成 一ブラウザーおよびオー

サリングッール川発のためのガイドラインの作成、アクセシビ

リテ ィの必要性の啓蒙などが含まれる、ＷＡＩの活動において

注目すべき点は、Ｗ３Ｃの作成する仕様に関する議､蝨に多くの

障占 片やそのサポートを行っている人々、さらにはアクセシビ

リティに関しての研究を行っている引11j家 なども参加している

点である。これまでは、彼らが発ｊ する機会が少ない巾で仕様

の作成が行われてきたため、仕様が俑定した後にアクセシビリ

テ ィに関する問題点が指摘されるような場介も多かったわけだ

が、障‘､リ? も仕様策定に参加することによって、はじめからア

クセシビリティが考慮されたものを作ることができるようにな

った、

国内でのアクシスビ リティに関 する動向

このような|坎米の動きを受けて、川本I*[内で もア クセシビリ

テ ィに対する関心は鳥まってきている　1998 年3 川 こ行われた

長野パラリンピック冬季競技人会において、WIDE プロ ジェ ク

トが 川本ⅢＭに|嶌力して、パラリンピック・ウェブサイトのア

クセシビリティを向ll させるための､武みを行ったことなどは、

関心の鳥まりを示しているとiiえ る　しかし、現実にウェブサ

イトの運川を行っていたグループのアクセシビリティに対する

意､瀛と、障害を持つ利川名･が求めるものとのギャップが人きく、

現段階で完令にアクセシブルなウェブサイトを運川するために

は、越えなければならないハードルがいまだ多く存在すること

を明らかにするに過ぎない結果とな９た

||本国内においても、アクセシビリティに関する取り糾みを

行ってきた団体や研究者は多い、今後、これらの人々の努力を

結集し、社会のアクセシビリティに対する関心やその亟変性に

対する認識を鳥めていくことが必要である｡。

(中根雅史・慶嘘義塾人jＤ

汁.1994 年に設,yされたＷＷＷのためのブラウザーやサーバーに関する

技術の標準化を推.進する団体，

１５ ２



http://IWParchives.jp/
mailto:iwp-info@impress.co.jp



